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 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項に基

づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 
 

 

 

１ 会 議 名  岐阜県立東濃特別支援学校 学校運営協議会  （第３回） 

 

２ 開催日時  令和６年 １月 ２５日（木）  ９：５０～１２：００ 

 

３ 開催場所  岐阜県立東濃特別支援学校 校長室 

 

４ 参 加 者  会  長  小嶋 和夫     河合地区副区長 

                副 会 長    中島 義人     土岐織部ライオンズクラブ 第一副会長 

                委  員    田辺 紗織     本校ＰＴＡ会長 

                            原田 美津留    ＮＰＯ法人 曖 理事長 

              木村 千鶴   もえぎ会役員（本校同窓会役員）（欠席） 

                                                      

              学 校 側    大竹 陽平    校長 

                         原  美代    事務部長 

                            長谷川 善弘 教頭 

              後藤 明美  教頭 

              古田 康子  小学部 部主事 

              藤井 智子  中学部 部主事 

              吉野 和博  高等部 部主事 

              久保 良昭  教務主任 

                               

５ 会議の概要（協議事項） 

（１） 今年度の取組報告 

・事務部のまとめ、小学部・中学部・高等部・寄宿舎の一年間の取組のまとめ 

 進路支援部の取組状況と進路状況のまとめ 

 ＜原事務部長、古田小学部主事、藤井中学部主事、吉野高等部主事、長谷川教頭＞ 

   

（２） 学校評価アンケートのまとめ 

    ・学校運営協議会委員と保護者、児童生徒の集計結果、考察について ＜後藤教頭＞ 

 

（３） 学校運営方針について 

・令和６年度学校運営方針について ＜大竹校長＞ 

 

（４） ご感想・ご意見について 

意見１：校外での学習ができるようになってよかった。親以外の人と出かけることの大切さ 

を感じる。友達や教師と一緒だとできることも多い。 

意見２：保護者への電話連絡は、困ったときだけでなく、頑張っていることも伝えるように 

     してほしい。 



意見３：手厚い指導と授業の準備等の充実は、働き方改革と相反するところがある。働き方 

改革については、保護者の理解を得ることが必要である。 

意見４：学校運営協議会の委員について、今年度の委員は卒業生の保護者も多く関係者で

あるため、なかなか厳しい意見を言うことができない。委員の選出については、

外部の方を積極的に選出し、厳しい意見をいただくことでよりよい学校になると

思う。 

意見５：学校評価アンケートについては、委員として回答しにくい項目が多いため、保護

者と委員のアンケートを別に作成してほしい。 

地域の方の意見を聞くために、ライオンズクラブの会員にアンケートを依頼する 

ことは可能である。 

意見６：道の駅での製品販売は良好である。製品を量産していただいて販売スペースを広 

げることも可能である。実際に高等部の生徒に道の駅に来ていただいて販売して 

 ほしい。 

        意見７：勤務先に卒業生が就職していて一緒に働いている。一生懸命に働いて力を身に付 

けている。卒業後のフォローをしていただけるとよい。 

    意見８：特別支援学校ではどんな学習をしているのかを知らなかったが、委員として参加 

して多くのことを知るよい機会となった。 

 

 

６ 会議のまとめ 

  ・第３回学校運営協議会は、一年間の学校の取組に対して多くのご意見、ご感想をいただくこと

ができた。 

  ・地域の方の意見を学校運営に反映するために、委員の選出や地域の方の意見をどのように集約

して取り入れていくべきなのかが課題である。 

   

 

 


